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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は平成22年5月14日に公表いたしました、平成23年3月期（平成22年4月1日～平成23

年3月31日）の連結業績予想（第2四半期連結累計期間・通期）を下記のとおり修正いたしますので

お知らせいたします。 

記 

 

１． 平成23年3月期（平成22年4月1日～平成23年3月31日）連結業績予想数値の修正 
 （１）第2四半期連結累計期間（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期 
純利益 

1株当たり 
四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成22年5月14日発表） 

2,500 △25 △175 △210 △2円83銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,469 △39 348 148 1円87銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △31 △14 523 358 －円－銭 

増 減 率  （％） △1.2％ － － － － 

（ご参考）前第２四半期連結累計実績 
前期実績（平成22年3月期第２四半期） 3,372 △391 △570 △447 △7円51銭 

 （金額の単位：百万円） 
（２）通期（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成22年5月14日発表） 

7,500 450 120 100 1円35銭 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 6,000 250 500 200 2円53銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,500 △200 380 100 －円－銭 

増 減 率  （％） △20.0％ △44.4％ 316.7％ 100.0％ － 

（ご参考） 
前期実績 （平成22年3月期通期） 5,423 △392 △644 △543 △8円60銭 

 （金額の単位：百万円） 
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２． 平成23年3月期業績予想修正の理由 
 （１）第2四半期連結累計期間（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 
   平成22年8月30日にお知らせいたしましたとおり、営業外収益が534百万円発生いたしました

ことにより、経常利益、四半期純利益につきまして業績の上方修正をいたします。営業利益につき

ましては、修繕等の予定外の経費が発生したため業績の下方修正をいたします。 
     
 （２）通期（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

当社グループは、資産保有型で不動産販売の依存度が高い現行のビジネスモデルから、ホテルマ

ネジメントを柱とするフィービジネスへの転換を、前連結会計年度より引き続きまして推進してお

ります。この戦略は確実に達成し、当第2四半期連結累計期間においては、東京、大阪に直営ホテ

ルが開業いたしました。また、平成 22 年 7 月 5 日にお知らせいたしましたとおり、当社の完全子

会社である価値開発亜洲有限公司（中国 香港特別行政区）は、華南地域最大の中国国営旅行社で

ある広東省中国旅行社（中国 広東省広州市）との間で、訪日中国人向けツアー商品の共同開発の

契約を締結いたしました。 
しかしながら、世界的な通貨安競争の中で円高不況にあえぐ日本経済は、ゼロ金利政策実施後も

デフレ克服には至らず、依然として回復の兆しが見えない状態が続いております。このような経済

環境は、当社グループホテルのビジネス需要の減少や宿泊単価の減少を招くことが予想されます。

また、9 月に発生したいわゆる尖閣諸島問題は、当社グループが期待した中国からの観光需要の減

少を招くことが予想されます。よって、売上高、営業利益につきましては、保守的な見積もりに改

め、業績の下方修正をいたします。 
経常利益、四半期純利益につきましては、（１）に記載のとおり営業外収益の発生により、業績の

上方修正をいたします。  
 
(注) 本資料に掲載されている業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断

した見通しであり、さまざまな不確定要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上

記予想と異なる場合がございます。 
 

以 上 


